
(57)【要約】

本発明は、微粉炭バーナに直接着火させるためのプラズ

マ点火装置に関する。このプラズマ点火装置は、複合陽

極、コンバインド型陰極、電磁コイル、および輸送用コ

イルを有するプラズマ発生器と、着火炭を搬送するため

の多段室、炭粉の濃度を調整するための装置、および４

段のバーナキャニスターを備える微粉炭バーナと、発生

器ブレースとから構成される。上記コンバインド型陰極

は、陰極板、固定ナット、導電パイプ、流入パイプ、流

入誘導パイプ、陰極蓋、およびシール用スペーサから構

成される。電気アークを発生させるためのライニングが

、陰極の前部と組み合わされる。合金板が陰極板として

用いられる。陰極を冷却するために用いられるノズルは

、末広であり、導電パイプの真ん中に配置される。上記

プラズマ点火装置には、安定燃焼という利点がある。こ

のプラズマ点火装置は、ボイラ用の主バーナとしてだけ

でなく点火バーナとしても用いることができる。オイル

を使用しないため、多量の石油源が節約される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
微 粉 炭 バ ー ナ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 で あ っ て 、
プ ラ ズ マ 発 生 器 （ １ ０ ２ ） 、
微 粉 炭 バ ー ナ （ １ ０ １ ） 、
プ ラ ズ マ 発 生 器 ブ ラ ケ ッ ト （ １ ０ ３ ） 、 お よ び
直 流 電 源 （ ５ ０ ８ ） を 備 え 、
前 記 プ ラ ズ マ 発 生 器 は 、 コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 （ ６ ０ ２ ） 、 複 合 陽 極 （ ６ ０ ４ ） 、 電 磁 コ イ
ル （ ６ ０ ３ ） 、 ア ー ク 輸 送 用 コ イ ル （ ６ ０ ５ ） 、 お よ び リ ニ ア モ ー タ （ ６ ０ １ ） を 備 え 、
前 記 微 粉 炭 バ ー ナ （ １ ０ １ ） は 、 粉 体 － 空 気 管 （ ２ ０ ７ ） 、 第 １ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ １ ２ ）
、 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０ ６ ） 、 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０ ４ ） 、 第 ４ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０
２ ） 、 前 記 第 １ の 段 の 燃 焼 室 の 入 口 管 （ ２ １ ５ ） 、 前 記 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 の 入 口 管 （ ２ １
６ ） 、 一 次 空 気 － 粉 体 管 （ ２ １ ７ ） 、 バ ー ナ ノ ズ ル （ ２ ０ １ ） 、 お よ び 粉 体 濃 度 調 整 誘 導
板 （ ２ １ ８ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 プ ラ ズ マ 点 火 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 プ ラ ズ マ 発 生 器 （ １ ０ ２ ） の 前 記 コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 （ １ ０ ５ ） は 、 陰 極 先 端 部 （ ３
０ １ ） 、 ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ （ ３ １ １ ） 、 締 結 ナ ッ ト 、 陰 極 板 （ ３ ０ ２ ） 、 冷 却 ノ ズ
ル （ ３ ０ ３ ） 、 導 電 管 （ ３ ０ ４ ） 、 水 供 給 入 口 管 （ ３ ０ ８ ） 、 水 供 給 入 口 パ イ プ （ ３ ０ ５
） 、 水 出 口 管 （ ３ ０ ７ ） 、 お よ び 陰 極 エ ン ド キ ャ ッ プ （ ３ ０ ６ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 微 粉 炭 バ ー ナ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 陰 極 板 （ ３ ０ ２ ） は 、 円 筒 － 円 錐 形 状 で あ り 、 溶 接 に よ り 前 記 陰 極 先 端 部 （ ３ ０ １ ）
に 取 付 け ら れ 、 導 電 率 お よ び 熱 伝 導 率 が 高 い と と も に そ の 酸 化 物 も 導 電 性 で あ る Ａ ｇ 系 材
料 か ら で き て お り 、 前 記 冷 却 ノ ズ ル （ ３ ０ ３ ） は 、 ま ず 収 束 し 、 そ し て 末 広 で あ る よ う に
構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 微 粉 炭 バ ー ナ に 直 接 着 火 さ
せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 プ ラ ズ マ 発 生 器 （ １ ０ ２ ） の 前 記 複 合 陽 極 （ ６ ０ ４ ） は 、 シ ー ル 用 リ ン グ （ ４ ０ １ ）
、 陰 極 収 容 室 （ ４ ０ ２ ） 、 冷 却 水 （ ４ ０ ３ ） 、 陽 極 ノ ズ ル （ ４ ０ ４ ） 、 陽 極 体 （ ４ ０ ５ ）
、 陽 極 底 部 （ ４ ０ ６ ） 、 水 供 給 管 （ ４ ０ ７ ） 、 お よ び 水 出 口 管 （ ４ ０ ８ ） を 有 し 、 前 記 複
合 陽 極 （ ６ ０ ４ ） は 、 ２ つ の ノ ズ ル 管 構 造 を 溶 接 す る こ と に よ り 形 成 さ れ 、 前 記 複 合 陽 極
の 一 端 は 、 前 記 陽 極 ノ ズ ル （ ４ ０ ４ ） に 溶 接 さ れ 、 他 端 は 、 前 記 陽 極 底 部 に 溶 接 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 微 粉 炭 バ ー ナ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 陽 極 体 （ ４ ０ ５ ） は 、 Ａ ｇ 系 合 金 か ら で き て お り 、 前 記 陽 極 ノ ズ ル （ ４ ０ ４ ） は 、 銅
ま た は Ａ ｇ 系 合 金 か ら で き て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ４ に 記 載 の 微 粉 炭 バ
ー ナ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 複 合 陽 極 （ ６ ０ ４ ） は 、 ア ー ク 輸 送 用 コ イ ル （ ６ ０ ５ ） に よ り 包 囲 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ４ 、 ま た は ５ に 記 載 の 微 粉 炭 バ ー ナ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ
ズ マ 点 火 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 微 粉 炭 バ ー ナ （ １ ０ １ ） は 、 バ ー ナ ノ ズ ル （ ２ ０ １ ） 、 第 １ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ １ ２ ）
、 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０ ６ ） 、 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０ ４ ） 、 第 ４ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０
２ ） 、 粉 体 － 空 気 管 （ ２ ０ ７ ） 、 一 次 空 気 － 粉 体 管 （ ２ １ ７ ） 、 補 助 空 気 入 口 管 （ ２ ０ ９
） 、 一 次 粉 体 － 空 気 誘 導 板 （ ２ １ ０ ） 、 お よ び 粉 体 濃 度 調 整 誘 導 板 （ ２ １ ８ ） を 備 え 、 こ
れ ら の 構 成 部 材 は 、 溶 接 し た リ ン ク ボ ー ド に よ り 、 ま た は ボ ル ト 締 め す る こ と に よ り 組 み
合 わ さ れ 、 前 記 一 次 空 気 － 粉 体 管 （ ２ １ ７ ） を 通 っ て 流 入 す る 微 粉 炭 流 は 、 ３ つ の ス ト リ
ー ム に 分 流 さ れ 、 該 ３ つ の ス ト リ ー ム は そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ の 段 の 燃 焼 室 用 の 誘 導 板 （ ２
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１ ４ ） 、 前 記 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 用 の 誘 導 板 （ ２ １ ９ ） 、 お よ び 一 次 粉 体 － 空 気 誘 導 板 （ ２
１ ０ ） を 通 っ て 、 そ れ ぞ れ 所 定 の 前 記 第 １ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ １ ２ ） 、 前 記 第 ２ の 段 の 燃 焼
室 （ ２ ０ ６ ） 、 お よ び 前 記 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０ ４ ） に 流 入 し 、 前 記 補 助 空 気 入 口 管 （
２ ０ ９ ） か ら 流 入 す る 補 助 空 気 は 、 ３ つ の ス ト リ ー ム に 分 流 さ れ 、 該 ３ つ の ス ト リ ー ム は
そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ の 段 の 燃 焼 室 の 外 筒 （ ２ ０ ８ ） 、 前 記 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０ ４ ） 、
お よ び 前 記 第 ４ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０ ２ ） の 外 壁 を 冷 却 し 、 前 記 補 助 空 気 の 一 部 は 、 酸 素 を
補 給 し て 燃 焼 を 促 進 さ せ る よ う に 前 記 第 ４ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ ０ ２ ） の 内 壁 お よ び 前 記 第 １
の 段 の 燃 焼 室 （ ２ １ ２ ） の 外 壁 に 流 入 し 、 前 記 第 １ の 段 の 燃 焼 室 （ ２ １ ２ ） 内 の 高 濃 度 の
微 粉 炭 は 、 前 記 第 １ の 段 の 燃 焼 室 の 前 記 誘 導 板 （ ２ １ ４ ） に よ り 半 径 方 向 流 か ら 軸 方 向 流
へ 流 れ を 変 え ら れ 、 前 記 粉 体 濃 度 調 整 用 誘 導 板 （ ２ １ ８ ） は 、 着 火 を 促 進 す る 濃 度 に 前 記
微 粉 炭 の 濃 度 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 微 粉 炭 バ ー ナ に 直 接 着 火 さ
せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
プ ラ ズ マ 点 火 装 置 に お い て 用 い ら れ る コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 で あ っ て 、
陰 極 先 端 部 （ ３ ０ １ ） 、
締 結 ナ ッ ト 、
導 電 管 （ ３ ０ ４ ） 、
水 入 口 管 （ ３ ０ ８ ） 、
水 入 口 パ イ プ （ ３ ０ ５ ） 、
水 出 口 管 （ ３ ０ ７ ） 、
陰 極 エ ン ド キ ャ ッ プ （ ３ ０ ６ ） 、 お よ び
シ ー ル 用 ク ッ シ ョ ン （ ３ １ ０ ） を 備 え 、
前 記 陰 極 先 端 部 （ ３ ０ １ ） は 、 銅 製 の 前 記 締 結 ナ ッ ト に 溶 接 さ れ 、 前 記 導 電 管 （ ３ ０ ４ ）
は 、 ね じ 込 み 接 続 に よ っ て 前 記 締 結 ナ ッ ト に 接 合 さ れ 、 前 記 水 入 口 管 （ ３ ０ ８ ） は 、 前 記
導 電 管 （ ３ ０ ４ ） の 他 端 に 挿 入 さ れ 、 前 記 導 電 管 （ ３ ０ ４ ） に 溶 接 ま た は ね じ 込 み 接 続 に
よ り 接 合 さ れ 、 前 記 水 出 口 管 （ ３ ０ ７ ） は 、 前 記 導 電 管 （ ３ ０ ４ ） に 垂 直 な 方 向 に 溶 接 す
る こ と に よ り 取 付 け ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 該 陰 極 の 冷 却 シ ス テ ム が 形 成 さ れ 、
該 陰 極 の 前 端 に 専 用 の ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ （ ３ １ １ ） が 取 付 け ら れ 、 前 記 陰 極 板 （ ３
０ ２ ） は 、 合 金 板 か ら で き て お り 、 前 記 陰 極 板 を 冷 却 す る た め の 冷 却 ノ ズ ル （ ３ ０ ３ ） は
、 溶 接 に よ り 前 記 水 入 口 管 （ ３ ０ ８ ） に 接 合 さ れ 、 前 記 導 電 管 （ ３ ０ ４ ） の 中 心 に 配 置 さ
れ 、 前 記 冷 却 ノ ズ ル は 、 ま ず 収 束 し 、 そ し て 末 広 で あ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 、 コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ （ ３ １ １ ） は 、 溶 融 温 度 お よ び 導 電 率 が 高 い グ ラ フ ァ イ ト ロ
ッ ド か ら で き て お り 、 ね じ 込 み 接 続 に よ り 前 記 陰 極 先 端 部 （ ３ ０ １ ） の 前 端 に 締 結 さ れ 、
前 記 陰 極 板 （ ３ ０ ２ ） と 同 じ 高 さ に あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の コ ン バ イ ン
ド 型 陰 極 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 陰 極 板 （ ３ ０ ２ ） は 、 熱 伝 導 率 お よ び 導 電 率 が 高 い Ａ ｇ 系 合 金 板 か ら で き て お り 、 ロ
ウ 付 け に よ り 前 記 陰 極 先 端 部 （ ３ ０ １ ） に 接 合 さ れ 、 前 記 陰 極 板 の 表 面 は 、 ア ー ク ス タ ー
ト 用 ブ シ ュ （ ３ １ １ ） と 同 じ 高 さ に あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の コ
ン バ イ ン ド 型 陰 極 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 微 粉 炭 バ ー ナ を 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の 陰 極 （ cathode： カ
ソ ー ド ） 、 お よ び か か る 陰 極 を 使 用 し て 微 粉 炭 ボ イ ラ を 直 接 起 動 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点
火 装 置 に 関 す る 。 プ ラ ズ マ 点 火 装 置 は 、 微 粉 炭 ボ イ ラ の 着 火 開 始 段 階 お よ び 低 負 荷 の 安 定
燃 焼 段 階 に お い て 使 用 さ れ 、 微 粉 炭 ボ イ ラ の 主 バ ー ナ と し て も 機 能 し 得 る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 産 業 用 微 粉 炭 ボ イ ラ の 着 火 開 始 お よ び 低 負 荷 の 安 定 燃 焼 は 、 燃 料 油 （ burning oil
） に 依 存 し て い る 。 １ ９ ９ ９ 年 に は 、 中 国 の 電 力 シ ス テ ム の 微 粉 炭 ボ イ ラ は 、 約 ２ ８ ７ 万
ト ン の 燃 料 油 を 消 費 し 、 総 額 に し て 約 １ ０ ０ 億 人 民 元 （ Ｒ Ｍ Ｂ  yuan） で あ っ た 。 １ ９ ８
０ 年 代 以 降 、 各 国 の 技 術 は 、 微 粉 炭 に 直 接 着 火 さ せ る プ ラ ズ マ 技 術 を 採 用 す る 技 術 の 開 発
に 焦 点 を 当 て て き た 。 オ ー ス ト ラ リ ア は 、 電 極 が 窒 素 ガ ス に よ り 保 護 さ れ 、 ガ ス 用 炭 （ fa
t coal） が 燃 焼 す る プ ラ ズ マ 点 火 装 置 を 開 発 し て き た 。 前 ソ ビ エ ト 連 邦 は 、 多 大 な 基 礎 研
究 を 行 い 、 １ ９ ９ ６ 年 と １ ９ ９ ８ 年 に そ れ ぞ れ 中 国 の 宝 鶏 （ Baoji） と 韶 関 （ Shaoguan）
の 発 電 所 に お い て 実 験 を 行 っ た が 、 そ れ ら の 実 験 は 成 功 し な か っ た 。 中 国 の 北 京 清 華 大 学
（ Tsinghua University） お よ び ハ ル ビ ン ボ イ ラ ー 工 場 （ Harerbin Boiler Factory） に お
い て も 多 大 な 研 究 が 行 わ れ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
微 粉 炭 に 直 接 着 火 さ せ る た め の 種 々 の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 が 各 国 で 開 発 さ れ て き た が 、 発 生
器 の 連 続 動 作 を 確 保 す る こ と や バ ー ナ が コ ー キ ン グ す る の を 防 止 す る こ と な ど 、 い く つ か
の 重 要 な 技 術 的 な 問 題 の 改 善 を 達 成 す る こ と が で き ず 、 し た が っ て 広 く 採 用 さ れ て こ な か
っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 出 願 人 の 実 用 新 案 特 許 第 ９ ９ ２ ４ ８ ８ ２ ９ ． ｘ 号 は 、 ２ 段 階 の 粉 体 送 出 を 採 用 す る 軸 方
向 流 型 の バ ー ナ に 使 用 さ れ る プ ラ ズ マ 点 火 装 置 を 開 示 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ の バ ー
ナ に は い く つ か の 欠 点 が あ る 。 た と え ば コ ー キ ン グ お よ び ア ブ レ ー シ ョ ン が あ る 程 度 起 る
で あ ろ う 。 さ ら に 、 バ ー ナ に お い て 燃 焼 さ れ る こ と が で き る 微 粉 炭 の タ イ プ は 特 有 の も の
で あ り 、 バ ー ナ の 動 作 が 不 安 定 で あ る 。 た と え ば 、 バ ー ナ の 陰 極 は グ ラ フ ァ イ ト ロ ッ ド で
あ り 、 動 作 時 に 切 屑 が 落 ち 、 短 絡 を も た ら し 、 電 圧 を 不 安 定 に 形 成 す る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 欠 点 を 克 服 す る た め 、 本 出 願 人 は 、 出 願 し 、 「 プ ラ ズ マ 点 火 装 置 に お い て 使 用 さ れ る
金 属 電 極 」 と い う 名 称 の 実 用 新 案 第 ０ ０ ２ ４ ５ ７ ７ ４ ． １ 号 に 対 し 特 許 を 付 与 さ れ た 。 そ
の 特 許 に 開 示 さ れ た 電 極 は 依 然 と し て 、 い く つ か の 欠 点 、 す な わ ち ア ー ク ス タ ー ト の 際 に
陽 極 （ anode） が 損 傷 す る 傾 向 が あ る こ と 、 電 圧 が 大 幅 に 揺 れ る こ と 、 陰 極 の 寿 命 が 短 い
こ と 、 お よ び 高 価 で あ る こ と 、 と い う 欠 点 が あ る 。 し た が っ て 、 プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の 広 範
の 応 用 に 悪 影 響 が 及 ぼ さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
［ 発 明 の 概 要 ］
し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 プ ラ ズ マ 点 火 装 置 で 用 い ら れ る コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 目 的 は 、 以 下 の 陰 極 に よ っ て 実 現 さ れ る 。 プ ラ ズ マ 点 火 装 置 で 用 い ら れ る コ ン バ イ ン
ド 型 陰 極 は 、 陰 極 先 端 部 、 締 結 ナ ッ ト 、 導 電 管 、 水 入 口 管 、 水 入 口 パ イ プ 、 水 出 口 パ イ プ
、 水 出 口 管 、 陰 極 エ ン ド キ ャ ッ プ 、 お よ び シ ー ル 用 ク ッ シ ョ ン を 有 し 、 上 記 陰 極 先 端 部 は
、 銅 製 締 結 ナ ッ ト に 溶 接 さ れ 、 上 記 導 電 管 は 、 ね じ 込 み 接 続 に よ り ナ ッ ト に 接 合 さ れ 、 水
入 口 管 は 、 導 電 管 の 他 端 に 挿 入 さ れ 、 溶 接 ま た は ね じ 込 み 接 続 に よ り そ の 他 端 に 接 合 さ れ
、 水 出 口 管 は 、 導 電 管 に 垂 直 な 方 向 に 溶 接 す る こ と に よ っ て 取 付 け ら れ 、 そ れ に よ り 、 陰
極 の 冷 却 シ ス テ ム が 形 成 さ れ 、 な お 、 陰 極 の 前 端 に は 、 専 用 ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ が 取
付 け ら れ 、 陰 極 板 は 合 金 板 か ら で き て お り 、 冷 却 ノ ズ ル が 採 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る コ
ン バ イ ン ド 型 陰 極 で あ る 。 こ の 冷 却 ノ ズ ル は 、 ま ず 収 束 し 、 そ し て 末 広 で あ る よ う に 構 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
通 常 の 動 作 条 件 下 で は 、 本 発 明 の コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 は 、 以 下 の 特 性 、 す な わ ち 、 自 己 収
縮 電 気 ア ー ク 、 安 定 電 圧 、 長 期 の サ イ ク ル 寿 命 、 ア ー ク ス タ ー ト の 際 の 陽 極 の わ ず か な 焼
損 、 か な り の コ ス ト 低 減 と い う 特 性 を 有 す る 。 し た が っ て 、 プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の 信 頼 性 が
向 上 す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 微 粉 炭 バ ー ナ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 を 提 供 す る
こ と で あ り 、 こ の 点 火 装 置 で は 、 プ ラ ズ マ 発 生 器 が 連 続 的 に 、 か つ 安 定 し て 動 作 す る こ と
が で き る と と も に 、 微 粉 炭 バ ー ナ が コ ー キ ン グ ま た は 焼 損 を 被 り に く く す る こ と を 確 保 し
て い る た め 、 確 実 に 動 作 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 の 目 的 は 、 微 粉 炭 ボ イ ラ を 直 接 起 動 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 に よ っ て 実 現 さ れ
、 こ の 点 火 装 置 は 、 プ ラ ズ マ 発 生 器 、 微 粉 炭 バ ー ナ 、 お よ び 直 流 電 源 を 備 え 、 該 プ ラ ズ マ
発 生 器 は 、 コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 、 複 合 陽 極 、 電 磁 コ イ ル 、 複 合 陽 極 の 収 容 室 の 周 囲 に 取 付
け ら れ た ア ー ク ス タ ー ト 用 コ イ ル 、 お よ び リ ニ ア モ ー タ を 有 し 、 上 記 微 粉 炭 バ ー ナ は 、 バ
ー ナ ノ ズ ル 、 ４ 段 の 燃 焼 室 、 粉 体 － 空 気 管 、 一 次 空 気 － 粉 体 管 、 誘 導 板 、 高 温 プ ラ ズ マ 輸
送 パ イ プ 、 お よ び 粉 体 濃 度 調 整 誘 導 板 を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 複 合 陽 極 は 、 二 重 ノ ズ ル 管 の 形 態 を し て い る 。 上
記 陽 極 体 は 、 熱 伝 導 率 お よ び 導 電 率 が 高 い と と も に そ の 酸 化 物 も 導 電 性 で あ る 材 料 、 好 ま
し く は Ａ ｇ 系 合 金 か ら で き て お り 、 陽 極 ノ ズ ル は 、 Ａ ｇ 系 合 金 ま た は 赤 銅 か ら で き て い る
。 上 記 の コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 は 、 陰 極 先 端 部 、 ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ 、 締 結 ナ ッ ト 、 陰
極 板 、 冷 却 ノ ズ ル 、 導 電 管 、 水 入 口 管 、 水 入 口 パ イ プ 、 水 出 口 管 、 導 電 管 、 お よ び 陰 極 エ
ン ド キ ャ ッ プ を 有 す る 。 上 記 陰 極 板 は 、 円 筒 － 円 錐 形 状 を し て お り 、 溶 接 に よ り 陰 極 先 端
部 に 取 り 付 け ら れ 、 Ａ ｇ 系 材 料 か ら で き て お り 、 冷 却 ノ ズ ル は 、 ま ず 収 束 し 、 そ し て 末 広
で あ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 は 、 強 制 冷 却 に よ る 高 速 ノ ズ ル を 用 い る た め 、 陰 極 の 熱 伝 達 が 早 ま り
、 陰 極 の 寿 命 が 長 く な る 。 陰 極 の 寿 命 は 、 導 電 性 お よ び 熱 伝 導 性 の 優 れ た 材 料 、 好 ま し く
は Ａ ｇ 系 材 料 を 陰 極 板 と し て 用 い る こ と に よ っ て さ ら に 延 び る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
複 合 陽 極 を 用 い る こ と に よ り 、 陽 極 の 内 隙 の プ ラ ズ マ の 流 れ 場 が 変 化 す る 。 特 に 、 ノ ズ ル
で は 流 れ の 軸 方 向 成 分 が 優 勢 で あ る た め 、 微 粉 炭 に よ る 陽 極 の 汚 染 が 防 止 さ れ る 。 さ ら に
、 陽 極 の 受 取 り 領 域 が 従 来 の ノ ズ ル に よ り 増 大 し て お り 、 電 子 は 、 陽 極 ノ ズ ル 管 内 で 受 け
取 ら れ る た め 、 外 部 の ダ イ ナ ミ ッ ク フ ィ ー ル ド （ dynamic field） に よ り 妨 げ ら れ る こ と
が な く 、 よ っ て 、 装 置 の 出 力 は 非 常 に 安 定 性 が あ る 。 複 合 陽 極 の 外 側 に 覆 わ れ た ア ー ク 輸
送 用 コ イ ル （ arc-transporting coil） に よ り 、 プ ラ ズ マ 炎 の 長 さ が 長 く な る た め 、 微 粉
炭 に 着 火 す る 能 力 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 多 段 軸 方 向 粉 体 送 出 お よ び ガ ス 膜 冷 却 技 法 を 用 い る こ と 、 お よ び 段 ご と の 増 幅 に
よ り 着 火 を 行 う こ と に よ り 、 よ り 低 い 電 力 消 費 で バ ー ナ の 出 力 が 大 幅 に 増 加 さ れ 、 バ ー ナ
は 、 着 火 性 お よ び 安 定 燃 焼 の 機 能 を 有 す る と と も に 、 主 バ ー ナ と し て 機 能 す る 。 具 体 的 に
は 、 補 助 空 気 を 用 い て 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 お よ び 第 ４ の 燃 焼 室 の 空 気 膜 冷 却 を 行 う よ う
に な っ て お り 、 そ れ に よ り 、 燃 焼 室 の 壁 温 度 が 灰 溶 融 温 度 よ り も 下 が り 、 コ ー キ ン グ が 防
止 さ れ る 。 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 で は 、 酸 素 は 低 濃 度 の 粉 体 流 に よ っ て 供 給 さ れ 、 第 ４ の 燃 焼
室 で は 、 酸 素 は 補 助 空 気 に よ っ て 補 充 さ れ 、 そ れ に よ り 燃 焼 が 高 ま り 、 火 炎 の 剛 性 （ rigi
dity） が 高 ま る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 は 、 よ り 大 き な 出 力 、 コ ー キ ン グ が な い こ と 、 燃
焼 効 率 が 高 い こ と 、 火 炎 が 非 常 に 剛 性 で あ る こ と 、 と い う 利 点 を 有 し 、 各 種 炭 を そ こ で 燃
焼 さ せ る こ と が で き る 。 本 発 明 の 装 置 は 、 高 出 力 プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の 連 続 的 な 安 定 し た 動
作 に 関 連 し た 重 要 な 技 術 を 解 決 す る の で 、 本 発 明 の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 は 、 産 業 用 微 粉 炭 ボ
イ ラ に 広 く 用 い る こ と が で き る 。 産 業 用 ボ イ ラ の 起 動 お よ び 着 火 、 な ら び に オ イ ル を 用 い
て 安 定 し て 動 作 さ せ る 従 来 の 方 法 お よ び シ ス テ ム を 代 替 で き 、 大 量 の 石 油 が 節 約 さ れ る こ
と に な る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 、 添 付 図 面 の 参 照 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
［ 本 発 明 の 詳 細 な 説 明 ］
次 に 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま ず 、 図 面 中 の す べ て の 参 照 符 号 を 以 下 の 表 に 記 載 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 プ ラ ズ マ 点 火 装 置 に 用 い ら れ る コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 は 、 陰 極 先 端 部 ３
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０ １ 、 締 結 ナ ッ ト 、 導 電 管 ３ ０ ４ 、 水 入 口 管 ３ ０ ８ 、 水 入 口 パ イ プ ３ ０ ５ 、 水 出 口 管 ３ ０
７ 、 陰 極 エ ン ド キ ャ ッ プ ３ ０ ６ 、 お よ び シ ー ル 用 ク ッ シ ョ ン ３ １ ０ を 具 備 し 、 上 記 陰 極 先
端 部 ３ ０ １ は 、 銅 製 の 締 結 ナ ッ ト に 溶 接 さ れ 、 上 記 導 電 管 ３ ０ ４ は 、 ね じ 込 み 接 続 に よ っ
て ナ ッ ト と 接 合 し 、 水 入 口 管 ３ ０ ８ は 、 導 電 管 ３ ０ ４ の 他 端 に 挿 入 さ れ て 溶 接 ま た は ね じ
込 み 接 続 に よ り 他 端 に 接 合 さ れ 、 水 出 口 管 ３ ０ ７ は 、 導 電 管 ３ ０ ４ に 垂 直 な 方 向 に 溶 接 に
よ り 取 付 け ら れ 、 そ れ に よ り 、 陰 極 の 冷 却 シ ス テ ム が 形 成 さ れ 、 該 陰 極 に お い て 、 該 陰 極
の 前 端 に は 専 用 の ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ ３ １ １ が 取 付 け ら れ 、 陰 極 板 ３ ０ ２ は 合 金 板 か
ら 形 成 さ れ 、 陰 極 板 を 冷 却 す る た め の 冷 却 ノ ズ ル ３ ０ ３ は 、 溶 接 に よ り 水 入 口 管 ３ ０ ８ に
接 合 さ れ 、 導 電 管 ３ ０ ４ の 中 心 に 配 置 さ れ 、 上 記 冷 却 ノ ズ ル は 、 ま ず 収 束 し 、 そ し て 末 広
で あ る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ ３ １ １ は 、 溶 融 温 度 お よ び 導 電 率 が 高
い グ ラ フ ァ イ ト ロ ッ ド か ら 形 成 さ れ 、 ね じ 込 み 接 続 に よ り 陰 極 先 端 部 ３ ０ １ の 前 端 に 締 結
さ れ 、 陰 極 板 ３ ０ ２ と 同 じ 高 さ に あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
別 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 陰 極 板 ３ ０ ２ は 、 熱 伝 導 率 と 導 電 率 が 高 い Ａ ｇ 系 合 金 板 か
ら で き て お り 、 ろ う 付 け に よ り 陰 極 先 端 部 ３ ０ １ に 接 合 さ れ 、 ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ ３
１ １ と 面 一 で あ る 。 板 状 タ イ プ の 陰 極 を 用 い る こ と に よ り 、 ア ー ク ス タ ー ト 点 の 自 己 収 縮
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 上 記 の コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 を 用 い る プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の 動 作 の 際 、 コ
ン バ イ ン ド 型 陰 極 ６ ０ ２ が 陽 極 ６ ０ ３ と 接 触 す る と 、 直 流 電 源 ５ ０ ７ に 電 源 が 入 り 、 電 流
負 荷 が 設 定 さ れ る 。 コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 ６ ０ ２ が 陽 極 ６ ０ ３ か ら ゆ っ く り 離 れ る 際 、 電 気
ア ー ク は 最 初 に 陽 極 ６ ０ ３ と ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ ３ １ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 。 機 械 圧
縮 、 磁 気 圧 縮 、 お よ び 熱 圧 縮 の 作 用 に よ り 、 電 気 ア ー ク は 、 ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ シ ュ ３ １
１ か ら 中 心 陰 極 板 ３ ０ ２ ま で 即 座 に 伝 え ら れ る 。 圧 縮 空 気 出 口 １ ４ か ら 流 入 す る 旋 回 気 流
は 、 電 気 ア ー ク の エ ネ ル ギ ー 作 用 下 で プ ラ ズ マ と な る 。 実 験 に よ り 、 ア ー ク ス タ ー ト の 際
の 陽 極 の 焼 損 は い っ そ う 少 な く 、 ノ ー ド の 寿 命 が 長 く な る こ と が 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
さ ら に 、 陰 極 の 冷 却 シ ス テ ム の 冷 却 ノ ズ ル は 、 ま ず 収 束 し 、 そ し て 末 広 で あ る 構 造 を 有 す
る ノ ズ ル 管 を 用 い る の で 、 液 体 は 、 ノ ズ ル の ス ロ ー ト 部 分 で 速 度 を 増 し て 、 そ れ に よ り 陰
極 の 熱 交 換 効 率 が 高 ま り 、 陰 極 の 寿 命 が 長 く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 微 粉 炭 ボ イ ラ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 は 、
プ ラ ズ マ 発 生 器 １ ０ ２ 、 微 粉 炭 バ ー ナ １ ０ １ 、 お よ び プ ラ ズ マ 発 生 器 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ３ を
備 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
フ ラ ン ジ 接 続 に よ り 、 プ ラ ズ マ 発 生 器 １ ０ ２ の 複 合 陽 極 ６ ０ ４ は 、 微 粉 炭 バ ー ナ の 第 １ の
段 の 燃 焼 室 ２ １ ２ に 挿 入 さ れ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 記 プ ラ ズ マ 発 生 器 は 、 陽 極 ６ ０ ４
、 コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 ６ ０ ２ 、 リ ニ ア モ ー タ ６ ０ １ 、 電 磁 コ イ ル ６ ０ ３ 、 お よ び 複 合 陽 極
６ ０ ４ の 収 容 室 の 周 囲 に 取 付 け ら れ た ア ー ク 輸 送 用 コ イ ル ６ ０ ５ を 備 え る 。 複 合 陽 極 ６ ０
４ お よ び コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 ６ ０ ２ は 同 軸 に 配 置 さ れ る 。 複 合 陽 極 は 、 直 流 電 源 ５ ０ ８ の
正 極 に 接 続 さ れ 、 コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 ６ ０ ２ は 、 直 流 電 源 ５ ０ ８ の 負 極 に 接 続 さ れ る 。 リ
ニ ア モ ー タ は 、 上 記 陰 極 お よ び 上 記 陽 極 を 形 成 し て 互 い に 接 触 さ せ 、 そ の 後 互 い か ら 引 き
離 し て プ ラ ズ マ 電 気 ア ー ク が 発 生 し 得 る よ う に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 複 合 陽 極 は 二 重 ノ ズ ル 管 と し て 構 成 さ れ る 、 す な わ ち 、 一 対 の ノ ズ ル
管 を 溶 接 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 複 合 陽 極 は 、 一 端 が 陽 極 ノ ズ ル ４ ０ ４ に 溶 接 さ れ
、 他 端 が 陽 極 底 部 ４ ０ ６ に 溶 接 さ れ る 。 上 記 陽 極 体 ４ ０ ５ は 、 Ａ ｇ 系 材 料 等 、 熱 伝 導 率 お
よ び 導 電 率 が 高 い と と も に そ の 酸 化 物 も 導 電 性 で あ る 材 料 か ら で き て い る 。 陽 極 ノ ズ ル ４
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０ ４ は 、 Ｃ ｕ 系 ま た は Ａ ｇ 系 材 料 か ら で き て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 上 記 コ ン バ イ ン ド 型 陰 極 は 、 陰 極 先 端 部 ３ ０ １ 、 ア ー ク ス タ ー ト 用 ブ
シ ュ ３ １ １ 、 締 結 ナ ッ ト 、 陰 極 板 ３ ０ ２ 、 冷 却 ノ ズ ル ３ ０ ３ 、 導 電 管 ３ ０ ４ 、 水 入 口 管 ３
０ ８ 、 水 入 口 パ イ プ ３ ０ ５ 、 水 出 口 管 ３ ０ ７ 、 お よ び 陰 極 エ ン ド キ ャ ッ プ ３ ０ ６ を 備 え る
。 陰 極 板 ３ ０ ２ は 逆 円 錐 形 状 で あ り 、 Ａ ｇ 系 合 金 か ら で き て い る 。 冷 却 ノ ズ ル ３ ０ ３ は 、
末 広 で あ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 微 粉 炭 バ ー ナ １ ０ １ は 、 バ ー ナ ノ ズ ル ２ ０ １ 、 第 ４ の 段 の 燃 焼 室
２ ０ ２ 、 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 ２ ０ ４ 、 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 の 入 口 管 ２ １ ６ 、 一 次 空 気 － 粉 体 管
２ １ ７ 、 補 助 空 気 入 口 管 ２ ０ ９ 、 第 １ の 段 の 燃 焼 室 の 誘 導 板 ２ １ ４ 、 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 の
誘 導 板 ２ １ ９ 、 お よ び 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 の 粉 体 用 チ ャ ネ ル ２ ２ ０ を 備 え る 。 一 次 空 気 － 粉
体 管 ２ １ ７ か ら 流 入 す る 空 気 と 微 粉 炭 の 混 合 流 は 、 粉 体 濃 度 調 節 誘 導 板 ２ １ ８ に よ っ て ３
つ の ス ト リ ー ム に 分 流 さ れ 、 こ の ３ つ の ス ト リ ー ム は そ れ ぞ れ 、 ３ つ の 段 の 燃 焼 室 へ 入 り
、 そ の 内 部 で 燃 焼 す る 。 補 助 空 気 入 口 管 ２ ０ ９ か ら 流 入 す る 補 助 空 気 は 、 ３ つ の ス ト リ ー
ム に 分 流 さ れ 、 こ の ３ つ の ス ト リ ー ム は そ れ ぞ れ 、 酸 素 を 冷 却 し 、 そ の 酸 素 を 、 第 １ の 段
の 燃 焼 室 ２ １ ２ の 外 壁 、 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 ２ ０ ４ の 外 壁 、 な ら び に 第 ４ の 段 の 燃 焼 室 ２ ０
２ の 内 壁 お よ び 外 壁 に 補 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 の 原 理 お よ び 動 作 を 、 図 ５ を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。 直 流 電 源 ５ ０ ８ に 電 源 が 入
る と 、 リ ニ ア モ ー タ ５ ０ ７ が 起 動 し 、 陰 極 ５ ０ ６ が 陽 極 ５ ０ ４ に 接 触 す る よ う に 前 進 す る
。 同 時 に 、 圧 縮 空 気 入 口 管 ５ ０ ５ の 出 力 電 流 お よ び 空 気 圧 力 が 設 定 さ れ る 。 陰 極 が 陽 極 か
ら ゆ っ く り 離 れ る こ と に よ り 、 電 気 ア ー ク 電 圧 が 発 生 さ れ る 。 ア ー ク 電 圧 は ２ つ の 電 極 間
の 距 離 の 関 数 で あ る た め 、 そ の 距 離 は 、 炭 の タ イ プ に 応 じ て 決 定 さ れ 、 そ れ に よ り ア ー ク
電 力 お よ び 電 圧 が 決 ま り 得 る 。 プ ラ ズ マ ト ー チ （ plasma flambeau） か ら イ オ ン 化 空 気 輸
送 エ ネ ル ギ ー が 微 粉 炭 バ ー ナ の 第 １ の 段 の 燃 焼 室 ２ １ ２ へ 入 り 、 そ れ に よ っ て 、 第 １ の 段
の 燃 焼 室 の 入 口 管 ２ １ ５ を 通 る 高 濃 度 の 微 粉 炭 に 着 火 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
同 時 に 、 一 次 空 気 － 粉 体 管 ２ １ ７ に よ り 導 入 さ れ る 微 粉 炭 は 、 微 粉 炭 濃 度 調 節 誘 導 板 に よ
り ３ つ の ス ト リ ー ム に 分 け ら れ 、 バ ー ナ 本 体 へ 入 る 。 高 濃 度 の 微 粉 炭 の ２ ０ ％ で あ る 第 １
の 部 分 が 、 第 １ の 段 の 燃 焼 室 の 入 口 管 ２ １ ５ お よ び 第 １ の 段 の 燃 焼 室 の 誘 導 板 を 通 し て 第
１ の 段 の 燃 焼 室 へ 入 り 、 上 記 プ ラ ズ マ ト ー チ に よ り 着 火 さ れ る 。 高 濃 度 の 微 粉 炭 の ６ ０ ％
で あ る 第 ２ の ス ト リ ー ム は 、 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 の 入 口 管 ２ １ ６ お よ び 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 の
誘 導 板 を 通 し て 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 に 入 る 。 高 濃 度 の 微 粉 炭 の ２ ０ ％ で あ る 第 ３ の ス ト リ ー
ム は 、 一 次 空 気 － 粉 体 誘 導 板 お よ び 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 の 粉 体 用 チ ャ ネ ル を 通 し て 第 ３ の 段
の 燃 焼 室 に 入 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ こ で は 、 補 助 空 気 が 粉 体 － 空 気 管 の 補 助 空 気 入 口 管 を 通 っ て 通 過 し 、 ２ つ の 手 段 に よ っ
て バ ー ナ に 入 る 。 一 方 の 手 段 を と る 空 気 は 、 第 １ の 段 の 燃 焼 室 の 外 筒 の 上 部 入 口 を 通 っ て
第 １ の 段 の 燃 焼 室 の 外 壁 を 冷 却 し 、 次 に 燃 焼 用 酸 素 を 補 給 す る 。 他 方 の 手 段 を と る 空 気 は
、 補 助 空 気 用 チ ャ ネ ル を 通 っ て 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 の 外 壁 を 冷 却 し 、 次 に 、 さ ら に ２ つ の ス
ト リ ー ム に 分 流 さ れ 、 そ の う ち 一 方 は 、 第 ４ の 段 の 燃 焼 室 へ 入 っ て 燃 焼 用 酸 素 を 補 給 し 、
も う 一 方 は 、 補 助 空 気 用 チ ャ ネ ル を 通 っ て 第 ４ の 段 の 燃 焼 室 を 冷 却 し 、 次 に バ ー ナ 炉 床 へ
入 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
し た が っ て 、 高 温 プ ラ ズ マ 輸 送 管 が 高 温 プ ラ ズ マ を 供 給 す る 際 、 上 述 し た よ う に 、 高 濃 度
の 微 粉 炭 の ２ ０ ％ の 第 １ の 部 分 が 即 座 に 着 火 さ れ 、 そ の 火 炎 が 微 粉 炭 の ６ ０ ％ の 第 ２ の 部
分 に さ ら に 着 火 し 、 微 粉 炭 の 残 り の ２ ０ ％ が 第 ３ の 段 の 燃 焼 室 の 微 粉 炭 用 チ ャ ネ ル を 通 過
し 、 上 記 ト ー チ と 混 ざ っ て 燃 焼 す る 。 粉 体 － 空 気 流 の 最 後 の 部 分 は 、 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 を
冷 却 す る よ う に も 機 能 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
実 験 に よ り 、 燃 焼 室 内 の 微 粉 炭 量 が 、 ５ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｈ で あ る 場 合 、 火 炎 の 形 状 は ψ ７ ０ ０
× ３ ０ ０ ０ ｍ ｍ で あ る こ と が 示 さ れ る 。 火 炎 は 、 第 ２ の 段 の 燃 焼 室 ２ ０ ６ お よ び 第 ３ の 段
の 燃 焼 室 ２ ０ ４ の 微 粉 炭 に 着 火 す る 。 微 粉 炭 総 量 が ５ ０ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｈ で あ り 、 火 炎 温 度 が
１ ２ ０ ０ ℃ よ り 高 い 場 合 、 ノ ズ ル で の 噴 射 速 度 は 約 ４ ５ ｍ ～ ５ ５ ｍ ／ ｓ で あ り 、 火 炎 の 形
状 は 約 ψ １ ０ ０ ０ × ７ ０ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。 直 線 流 バ ー ナ に お い て ４ つ の プ ラ ズ マ 点 火 装 置
を 用 い る 場 合 、 接 線 方 向 の 点 火 （ tangential firing） が 維 持 さ れ 、 し た が っ て 、 着 火 開
始 お よ び 安 定 燃 焼 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 微 粉 炭 ボ イ ラ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の 構 造 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 微 粉 炭 ボ イ ラ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の 微 粉 炭 バ
ー ナ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 微 粉 炭 ボ イ ラ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の コ ン バ イ
ン ド 型 陰 極 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 微 粉 炭 ボ イ ラ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の 複 合 陽 極
の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 微 粉 炭 ボ イ ラ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の 動 作 原 理
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 微 粉 炭 ボ イ ラ に 直 接 着 火 さ せ る た め の プ ラ ズ マ 点 火 装 置 の プ ラ ズ マ
発 生 器 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 し た プ ラ ズ マ 発 生 器 の 動 作 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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